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膜輸送機構
解析分野

私達の体を構成する細胞は細胞膜で外界か

ら隔てられていますが、実は細胞の中にもさら

に膜で区画化されたオルガネラ（細胞小器官）

と呼ばれる構造物が沢山あります。これらのオ

ルガネラの間では、盛んに物質のやり取りが

行われており、その役割を担うのが『膜輸送』

というシステムです。私達の研究室では、膜に

包まれた物資が輸送される仕組み（機構）を

解析することにより、神経回路網形成や皮膚

の色素沈着などの高次生命現象を分子レベ

ルで理解することを目指しています。

細胞内で起こる様々な
小胞輸送の仕組みを
分子レベルで理解する
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細胞小器官
疾患学分野

我々の体をつくっている細胞（真核細胞）は、

多種多様な細胞小器官（オルガネラ）をもって

います。細胞小器官は細胞の臓器のようなも

ので、それぞれが固有の役割を果たすことで

細胞の活動に貢献しています。本分野では、細

胞小器官を構成している新規因子を同定し、

細胞小器官の新しい機能を解明する研究を

行っています。これらの研究成果は、細胞小器

官の機能や連携の破綻に起因する病気（が

ん・自己炎症性疾患など）の治療手段の開発

に活用していきます。

細胞小器官の
未知なる機能を探る
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ゴルジ体のトランス領域（紫）が、自然免疫シグ

ナル（pTBK1：赤）の発生地点として機能して

いることを明らかにしました。自己炎症性疾患

の治療につながることが期待される成果です。

topics

私達の肌の色の源であるメラニン色素は、メラ

ノソームと呼ばれる膜に包まれて輸送されてい

ます。メラノソーム輸送の仕組みが分かると、人

為的にその輸送を制御できます。

私達の体を作る細胞には、恒常性を維持す
るための様々な仕組みがあります。例えば細
胞内に栄養が不足すると、オートファジーと
呼ばれる膜輸送機構によって細胞内の古い
タンパク質などを分解することで、栄養やエ
ネルギーを補います。私はオートファジーに
関わる分子やその機能を解明することを目
指して研究を行っています。

Interview在学生
学部4年

日高 珠希

私たちの細胞は、体に侵入してきたウイルス

やがん細胞を異物として認識し、それらを駆

逐する自然免疫という仕組みを持っていま

す。細胞質に出現したDNAは異物として認

識されますが、私はその鍵となるタンパク質

cGASに興味を持ち、cGASの活性制御機構

についての研究を行なっています。
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進藤 瑠璃

細胞小器官、シグナル伝達、自然免疫
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